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BCP訓練について 

 

訓練内容 

夜間帯に震度 6強の地震が発生したことを想定し、職員の安否確認と人員の確保と人員配置計画作

成の訓練をする。療養介護・医療型障害児入所施設の事業継続を目的とした訓練を行う。通所系事

業所・相談支援事業所は地震発生翌日を休所とする決定のプロセス、職員や保護者への連絡体系の

確認を行う。 

 

想定 

・令和 7年 3月 18日（火）19：00 九州南部震度 6強の地震発生 

・道路：3号線は無事だが花野方向、牟田ケ平方向共に車でセンターに来ることは不可能 

 （この情報は SMSで流す） 

 

訓練日時 

令和 7 年 3 月 18日（火） 19：00 メール送信 

令和 7 年 3 月 19日（水） 11：00 人材配置想定訓練 

 

方法・手順 

・事前に訓練日時と内容を職員へ周知する。 

➀SMSにて安否確認メールを送信し回答を依頼する。 

 回答内容 

 ・安否状況（本人） ・安否状況（家族） ・母屋の被災状況 

 ・出社の可否    ・出社可能時間 

 （回答にどれくらい時間がかかるかも情報として収集する） 

 

②翌日、回答を基に今後の各時間帯の人員配置計画を作成する。 

 地震発生から  5時間後  翌日 8：30  翌日 12：00  翌日 16：00 

         翌々日 8：30  3日～5日後 8：30 

 

③反省・評価 

 ・安否確認メールは職員に届いたか 

 ・職員からの回答は得られたか（要した時間はどうか） 

 ・人員配置計画作成に不足しているものはないか等 
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3/18 BCP（自然災害による安否確認・勤務計画）訓練について 

 

   下記の内容で大地震発生時の安否確認と勤務計画に関する訓練を行います。 

職員におかれましては内容を確認し参加をお願いいたします。 

 

記 

 日時：令和 7年 3月 18日（火） 19：00頃 

 訓練：安否確認と施設到着見込み日時の返信訓練 

 想定：令和 7年 3月 18日（火）19：00頃震度 6強の地震発生。施設の建物は現状無事、電気・

水道等のインフラは現状異常なし。利用者、勤務中の職員に怪我はないが、激しい揺れに

より各所で備品が散乱し、利用者は動揺し落ち着きがない。3号線は通行可能だが、近隣

住民の情報により、花野方面、牟田ケ平方面どちらも倒木により車両の通行は不可。徒歩

による通行のみ可能。倒木の撤去は 20日（木）12：00頃になる見込み。翌日からすべて

の学校は期間未定で休校。公共交通機関は期間未定で運休。 

 

  ◇3月 18日（火）19：00頃に SMSを全職員へ送信します。 

 職員は上記想定のもと返信をお願いします。内容は以下の通りです。 

   ①安否状況（本人） 

   ②安否状況（家族） 

   ③家屋の被災状況 

   ④出社の可否 

   ⑤連絡事項（出社できる場合、ここに施設到着見込み日時を記入して下さい。） 

   ※返信の訓練です。実際には出社しません。 

  

   職員の皆さんそれぞれの状況で大地震発生を想定して下さい。特に出社の可否や到着日時

に関しては道路状況だけではなくご家族等やその他の事情も考慮して回答して下さい。 

 

   ※上述していますが、出社可能の場合は⑤連絡事項の欄に施設到着見込み日時を記入して

下さい。 

  

以上 
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3/19 BCP（自然災害による安否確認・勤務計画）訓練について 

 

日時：令和 7年 3月 19日（水）11：：00～ 

場所：管理棟 2階会議研修室 

内容：3月 18日（火）に送信する SMSの返信をもとに、当座の勤務計画を作成する 

 

目的：①職員からの返信がどのようにされるのかを把握する 

    ②被災後の状況をイメージし必要な措置や人材を検討する 

    ③職員からの返信をもとに、事業（医療型障害児入所・療養介護）を継続するための 

職員配置を試行・評価し BCPの改善につなげる 

 

 ①職員からの安否確認・参集に関する回答状況 

 

 ②必要な措置 

  直接支援 

   ・医療：医療（医科、歯科）、投薬、レントゲン、物品洗浄 

   ・食事：非常食、飲料水、経管栄養、食事回数減、食器洗浄 

   ・排泄：トイレ使用不可、排泄物処理、オムツ、凝固剤処理、感染症 

   ・入浴：風呂使用不可、汚れ・匂い、清拭、洗濯 

   ・娯楽：ストレスに伴うケア度の増加 

  

  設備・インフラ・その他 

   ・防災拠点の設置、落下物・散乱物品の整理 

   ・建物、電気・水道・ガス・医療機器・サーバー等の点検・保全・修復 

   ・トイレ袋・凝固剤の設置 

   ・職員の宿泊室、休憩室の設置（食料・飲料水・生活用水の配布） 

   ・排泄物・ゴミ堆積場の設置 

   ・福祉避難所の開設、行政への報告・依頼 

 

③勤務作成にあたっての懸念事項 

   ・長時間労働、長期間滞在 

   ・休憩・休息の不足 

  

 


